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４月２５日（土）の「学習参観」並びに「ＰＴＡ総会」「学年Ｐ

ＴＡ総会」には、多くの保護者の皆様よりおいでいただき、本当に

ありがとうございました。どの学級の子どもたちも、張り切って学

習に取り組んでおり、微笑ましく見ておりました。 

ＰＴＡ総会では、前号でお伝えした「うめばち」の精神や「環境

化無為」を踏まえ、以下のような話をさせていただきました。  

 

自らの人生を舵取りできる「学び手」を目指して 

 本校の最大の責務は、「子どもの育ち」。具体的には「自らの人生を舵取りできる学び手」

を育むことと捉えています。その鍵となるのが「子ども主体の学び」です。私たちは「うめ

ばち」の精神に基づく三つの重点を柱に、教育活動を推進してまいります。 

1.  いのちの教育（たくましい生活力）：梅の花のように、寒さや困難に負

けない自己指導能力を育てます。  

2.  子ども主体の学びの創造（知性を磨く）：わくわくし、安心して学べる

授業を創ります。家庭学習も「与えられる課題」から、夏休み以降を目安に「自分で選び、

楽しく取り組む学習」へと段階的に移行していきます。 

3.  つながりの重視（協力と団結）：教室での学び合いや異学年交流、

地域の方々との連携を通じ、豊かな体験を提供します。  

 

質の高い教育を届けるエンジン－「働き方改革」の意義－ 

 これらの教育活動を支える重要な基盤が、子どもたちと教職員の「物理的・心理的安全」

の確保です。その一環として、本校では、教職員の「働き方改革」を推進しています。  

 働き方改革は、質の高い教育を子どもたちに届けるための「エンジン」

です。教職員が心身ともに健康で、笑顔で子どもたちと向き合い、質の

高い授業を創造する時間を確保すること。それが結果として、子どもた

ちの豊かな育ちに直結すると確信しています。  

 

共に「育ちの環境」を創るパートナーとして－保護者の皆様へのお願い－ 

 学校は、「安全に、失敗を経験する場所」であり、「思い通りにならないことへの対処を学

ぶ場所」でもあります。大人が先回りして全ての困難を取り除いてしまうのではなく、子ど

もが自ら乗り越える経験を大切に見守っていきたいと思います。  

＜裏面へ＞ 

http://www.dai8-e.ymgt.ne.jp  

school@dai8-e.ymgt.ed.jp 

一緒に創る子どもたちの未来 

http://www.dai8-e.ymgt.ne.jp/
mailto:school@dai8-e.ymgt.ed.jp


 子どもにとって、最大にして最良の環境は「ご家庭」です。親の価値観は

子どもに必ず伝わります。子どもは親御さんが話されることをよく聞いてお

り、その通りに行動します。もし、子どもの前で学校や担任、あるいは級友

への批判を口にされてしまうと、子どもは、大好きな親が批判する相手から

素直に学ぶことができなくなってしまいます。学校に対するご意見やご懸念

がある場合は、どうか子どもの前ではなく、直接学校へお伝えください。  

 学校とご家庭は、子どもたちの未来を共に育む当事者であり、大切なパー

トナーです。教職員一同、子どもたち一人一人と真剣に、そして愉しく向き合

って参ります。本年度も、ご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。  

 

 

 

４月３０日（木）、児童会総会が開催されました。会場には、学校をより良くしようとい

う熱気があふれ、最後まで多くの児童が手を挙げて活発に意見を出し合う姿が見られました。 

◇目標に込められた「あなた」への視点  

今年度の、児童会目標は、「あかるいあいさつ」「なかよく」「た

すけ合う」です。この一見シンプルで大切な言葉の裏側には、深い

意味が込められています。それは、目の前にいる「あなた」を意識

するということです。  

➢ ただの挨拶ではなく、目の前の「あなた」に届くように挨拶をする。 

➢ ただ仲良くするのではなく、隣にいる「あなた」と心を通わせる。  

➢ そして、困っている「あなた」にそっと手を差し伸べ、助け合う。  

このように、自分の周りにいる友達一人ひとりを「あなた」という、世

界に一人しかいないかけがえのない存在として大切にすることがうたわれているのです。 

◇「自分たちの手で」を具体化する議論  

今回の総会で素晴らしかったのは、目標を掲げるだけでなく、「何のために、誰が、どの

ように実現するのか」という実践に向けた具体的な話し合いがなされたことです。  

議長の児童は、出された意見に対して「それは（児童会目標の３本柱のうち）どれを達成

するための活動ですか？」と目的を整理したり、「どの委員会に担当してほしいですか？」

と役割を明確にしたりと的確な進行を見せてくれました。また、発言がよく聞こえない時に

は、「もう一度言ってください。」とお願いし、「すべての人の意見を大切にする姿勢」が、

話し合いの場そのものに体現されていました。  

そして発表者も、できるだけ具体的に伝えようと努力していました。この「自分たちの学

校を自分たちで創ろう」とする態度は、まさに児童会という「自治を学ぶ場」で育てたい姿

です。一人ひとりの「あなた」を尊重し合える子どもたちの活躍を期待しています。 

「あなた」を大切にする心から、笑顔あふれる八小へ

**手を育む 

学校経営方針（概要版）と構造図は、ＨＰにも掲載しております。

学校の様子も随時更新しておりますので是非ご覧ください。 


